
　新和産業株式会社（内山道代表取締役社長、室蘭
市）から、今回で６回目となる図書購入費５万円、子
育て支援５万円と計10万円の寄付を受けました。同社
は室蘭市に本社を置き、地域貢献として室蘭市、登別

　株式会社敷島ファーム（栃木県那須町、高田正樹
代表取締役）から、農業振興費100万円の寄付を受け、
町は感謝状を贈りました。同社は町内で黒毛和牛の生
産牧場を経営。寄付は平成30年から今回で６回目で、

　町内会連合会女性部会（野田準子部長）は、認定こ
ども園と保育園へ手縫い雑巾100枚を寄贈しました。

うために、心を込めて縫いました」と話していました。
（11月11日）

　白老ロータリークラブ（浅利健自会長）から、町内
の療育施設にホップジャンプベース７台、トランポリ
ン２台、知能検査キット１セットを寄贈しました。青

　株式会社レッドイーグルス北海道（竹俣一芳代表取
締役社長）から、苫小牧市の白鳥王子アリーナで行わ
れるHLアニャン戦（11月19、20日）に、町内在住・
在学の小学生親子ペア無料招待券（各日100組）の寄

　町文化団体連絡協議会（文連協、竹下和男会長）が、「白老郷土文
芸」第42号を発刊しました。A5判83㌻、100部印刷。税込み600円。町
民から寄稿された小説や随筆、郷土史、町内小中学生の読書感想文など
計18編を掲載しました。本誌は４人のボランティアが編集作業に励んで
る町内唯一の文芸誌。編集委員長の岩間隆一さんは「雑誌社の校閲に負
けない気概で編集作業を頑張りました。小中学生の読書感想文掲載も好
評なので、これからは高校生からの投稿も待っています」と呼び掛けて
いました。図書館や町内の学校などに寄贈し、蔵、こんや、カメラのむ
らかみ、喫茶休養林で販売しています。（10月26日）

い。アイスホッケー以外にも子どもたちと触れ合い、
交流の機会を持ちたいですね。地元チームとしてどん
どん利用してもらえれば」と話していました。
（11月２日）

市、苫小牧市などへ同様の
寄付を行っています。内山
代表取締役社長は「子ども
たちの成長の躍進につなげ
てほしい」と話しました。
（10月19日）

総額は1,000万円になりま
した。
　高田代表取締役は「白老
牛の知名度をより高めるこ
とができたら」と話しまし
た。（10月24日）

女性部会の事業の一環とし
て、これまでパッチワーク
仕立てのタオルハンガーや
花布巾など手作りの品を30
年以上寄贈。野田部長は
「園児に喜んで使ってもら

少年育成事業の一環として
支援を継続。昨年はこども
食堂へ食料品を寄贈してい
ます。浅利会長は「今後も
青少年への支援を継続して
いきたい」と話していまし
た。（11月11日）

贈を受けました。同社はア
ジアリーグアイスホッケー
所属のクラブチーム「レッ
ド―」の運営会社。
　竹俣社長は「子どもたち
にいろいろな機会を与えた

まちづくり 協力に感謝

　

図書購入費・子育て支援に寄付

農業振興の寄付で感謝状

認定こども園・保育園に手縫い雑巾を寄贈

ロータリークラブ　療育用教材を寄贈

IH試合に親子ペア200組無料招待

文連協「白老郷土文芸」第42号発刊
～町民の力作18編を収録～


